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審査結果の所見 

 本研究の、日本の政策情報へのアクセスを向上させるという目的は社

会的に意義がある。本研究は、これまでの応募者の研究成果に基づき、

行政情報については市民が求める自治体の情報を分析した上でのデータ

ーベース構築、立法情報については国会審議の効率的動画配信によるユ

ニバーサル化、英文化を追究することによって、市民が政策情報を政策

判断に活用していくために必要な情報公開のシステムの在り方を解明し

ようとする先駆的研究である。 

本研究の波及的な研究成果については具体性に欠けると懸念する意見

もあったが、基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断した。 

 

 


